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されている。尚、この観測とほぼ同期して、
地球観測衛星ADEOS-II搭載のGLIセンサがこ
の領域を観測しており、その近紫外画像にも、
大陸からのへイズと思われるパターンが現れ
ている。
4. まとめと今後の課題
2003年秋季に日本近海で観測されたへイズ
の光学特性を、船舶搭載スカイラジオメータ
観測データから調べた。
今後は、船上観測と衛星観測の両方のデー
タを解析することにより、日本近海で観測さ
れたへイズの特徴を明らかにして行きたい。
特に単一散乱アノレベドについては、衛星とス
カイラジオメー夕、そして船上での直接サン
プリング観測との比較検証が期待される。
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図 lスカイラジオメータ観測データから推定され
た波長 500nmの光学的厚さ（AOT500）とオングスト
ローム指数（Alpha）の散布図。しらせが佐世保
(33. 12°N, 129. 72°E）に停泊していた際の、 2003年
9月 16日2219-18日0410UTCの13観測イベント
の解析結果。ここで、平均値（標準偏差）は、光学
的厚さ 0.62 (0. 092）、そしてオングストローム指
数1.6 (0. 082）となった。
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1 .はじめに
大気中を浮遊するエアロソノレは、太陽放射
を散乱・吸収する性質があり、地球の気候に
大きな影響を与えている。
本研究では、陸上のみならず、船上におけ
るスカイラジオメータの連続観測から、光学
的厚さの空間的分布を定量的に導出する。
今回は、秋季日本近海における、船上観測
によるエアロソノレ光学的厚さ等について、初
期解析の結果を紹介する。
2.観測データ
南極観測船しらせは、昭和基地への航海の
前に、毎年日本近海において試験航海を行っ
ている。特に、 2003年の試験航海では、長崎
県佐世保市の付近でへイズが目視により確認
されている。更にこの試験航海では、スカイ
ラジオメータ等によるエアロソノレの光学観測
に加え、船上直接サンプリングによる化学組
成分析も行われており（Shiobaraθtal. 
2005）、へイズの特徴を把握するデータとして、
有効であると考えられる。
3.初期解析結果
今回は、船舶搭載スカイラジオメータ観測
データのうち、揺動の少ないデータを手作業
で選び出し、 skyrad.pack ( ver4. 2）を用いて
初期解析を行った。
図 lに、しらせの停泊中に観測されたエア
ロソルの光学的厚さ（500nm）とオングストロ
ーム指数の散布図を示す。オングストローム
指数が 1.6程度と比較的大きく、小粒子が卓
越していることが示唆される。
また、この停泊前に山口県沖の日本海で観
測されたスカイラジオメータデータの解析に
よって得られたエアロソルの粒径分布の結果
を図 2に示す。20時間程のずれがあるものの、
図 lと同様に小粒子が卓越している傾向が示
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図 2スカイ ラジオメータ観測から推定されたへイ
ズの粒径分布。2003年 9月 16日0301UTC。山口
県沖の日本近海（35.35°N, 131. 14 °E）。この時、推
定された 500nmの光学的厚さ（AOT500）とオングス
トローム指数（Alpha）はそれぞれ 0.90と1.7であ
る。尚、 AD印S-II/ GLIが同日 0146UTC頃、この
付近の観測を行っていた。
誼珪 skyradiometer観測データの解析に際
し、富山大学の青木一真助教授の協力を得ま
した。感謝致します。
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本研究の目的
・船上におけるスカイラジオメータの連続観測から、
光学的厚さの空間的分布を定量的に導出する。
．リモートセンシング手法だけでは測定が困難であ
る、地表付近でのエアロゾル光学観測も行い、
対流圏における詳細なエアロゾル特性とその挙
動を調べる。
・秋季日本近海で観測されたエアロゾル（へイズ）
の特徴について報告する。
船上観測データの解析
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研究の背景
・エアロゾルは嫌々な要因で発生し、太陽光を散
乱・吸収したり、雲形成の凝結核となることで、地
球の気候に影響を及ぼすと考えられている。
・近年、アジア域では、自然起源（黄砂・森林火災
等）や人為起源（工場排煙・排気ガス等）のエアロ
ゾルの環境への影響が懸念されている。
エアロゾルの尭生聾園となるもの
南極観測船「しらせ」による観測
・南極地減観測隊司｜｜線航海
において、日本周辺海域の
エアロゾルを観測
ー第45次訓練航海
• 2003年9月4日目10月4日
ー光学観測
• Skyra, 
PSAP, 
ーサンプリング
非水溶性粒子／化学成分，
日本近海（九州北部付近）
において、船上目視観測で
「へイズJが観測された。
その特徴（粒径等法定量的
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Trajectory analysis 
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Chemical analysis 
・秋季、日本海沿岸
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(by Cou同esyof Dr. Hara in NIPR) 
日本近海の衛星画像（ADEOS-11/GLI)
(Sep. 16, 2003 01:46 UTC; around Japan) 
スカイラジオメータの解析結果
I 小粒子が卓越
平均値
・九蜘 0.62
・α1.6
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Ch. 2 (400nm) Ch. I (380nm) ．しらせ（35.35・N,131.14・E;Sep. 16 2003 03:00:50 UTC）は
山口県；中を航行中，
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エアロソルの光学的厚さ（500nm）； τa,5回
しらせが健省保（3.12N,129.Jf日に停泊中田13哩測イベント （2曲3年9月＂自 2219-1880410UTC) 
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粒径分布（スカイラジオメータとOPC)
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粒径分布（スカイラジオメー タ）
Sep. 16, 2003 03:00:50 UTC @ Japan sea with skyradiomeler 
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0.2μm付近と
1μm付近に
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・日 1.7 l2003091s0Jo1 I 
0.2μm付近のカラムのピークI立、地表面付近でも観測された。
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まとめと今後の展望
2003年秋畢に日本近海で目視観測されたへイズの特徴について調ベた．
衡量蝿測
・しらぜの鍵測とほぼ開期した9.Fl16日の近鷺外衛星観測画像に町椅・のあるパター ンが報担さ
れた．
-Skyradlometerの解析輔畢｛カラム］
・しらせの停泊ゆ（3回開｝に．日イκントの解析錨患が得られた．
＂，的障さ揖均 wn)l;t尊勾・＆してa‘28置と＂＇＇ニ．
ーオνグストロームm・＂＇・＂・で 1.－，ニ．
日本近海を航行中(9M16困｝の純径分布の縛．
-＇＂鴨・..ぴ＇＂＇・ Iにピ タが・もれた．
ー OPCサンプリング由結果（ltl署長置付近）
• 02”m種Clの小槌径がa匝錯していた．
1νm種目巨の務本溶性純子｛土担紛店）のピークが見られた．
-Skyradlometer（カラム）とOPC・サンプリンデ｛勉表面付近｝を比鮫
金惨として．’直径02μm湿度の小さい純子が皐鍾していた紋況が樟腿できた．
また、，μm彊Clの純平は地表面よりもよ吏に、より多〈分布していたと考えられる．
． 今後町展望
ー 衛星圃測データを用いた広減角事訴を行う．
ー ライダ圃潔や斑跡線鱗続を組み合わせて更に詳細に特・を圃へる．
粒径分布（ス力イラジオメー夕、OPC、
及び非水溶性粒子）
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1μm付近のカラムのピークl立、非水溶性粒子として地表面付近でも
観測された。
Results (training cruise in 2005) 
• September 18-29, 2005, 
• Aerosol optiにal
thickness at 500nm 
0.26 +I 0.19; 
• Angstrom exponent 
-1.9 +/-0.31: 
-Smaller paticles, 
• Detailed features 1s
under analysis; 
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